
特定非営利活動法人 「釧路湿原やちの会」（2000 年３月２３日認証） 
 
結成 3 年目にＮＰＯ法人化 
文部省教職員課および大手旅行エージェント体験学習型学習プログラム営業推進プロジェクトと提携 
し、釧路湿原の「環境体験プログラム」に関する｢Leading Organization｣として釧路湿原における環 
境体験学習指導団体として北海道で唯一知事より認定された団体。 
 
連絡事務局   ：旅人宿 「丹頂の家」 
事務局住所   ：〒085-1211 北海道阿寒郡鶴居村鶴見台 
ＴＥＬ＆ＦＡＸ ：０１５４－６４－２８１１ 
Ｅ－ｍａｉｌ  ：tancho@marimo.or.jp 
 
～会の活動～ 
 
●学校対応  (2001 年度実績：中・高等学校 15 校、2000 名の研修旅行対応) 
 ○カヌー体験 釧路川「塘路湖～細岡」  1 回につき最大 50 名 120 分程度所要 
 ○農業体験（牧畜、酪農、畑作、林業）活動目的（湿原周辺の産業に触れる） 
 ○自然再生事業（植林、育林、外来植物除去）活動目的（自然再生事業への参加） 
 ○文学体験（石川啄木、原田康子、内田康夫、西村京太郎）活動目的（作品の土壌とは） 
 ○歴史発掘（縄文、擦紋、アイヌ文化）活動目的（先住民族の暮らしに学ぶ） 
 ○食文化史（世界的固有種シシャモ、牛乳、釧路ラーメン、丹頂ソバ）活動目的（本物は美味い） 
 ～学校 5 日制、総合的学習への対応～ 
  事前学習を通してさらに一歩進んだ「学習」にすることで、総合学習の環境の単位認定へ 
■２００２年 9 月 12 日実施の「新潟県立両津高等学校研修旅行」の事例 
学校に「体験学習資料」を事前に送付し、学校側が生徒に配布して自主学習、そして実際に現地で

木道に入る前に専門員が１時間のゼミを実施。湿原の歴史変遷、植物相、そして新・生物多様性国

家戦略自然再生事業・釧路方式などの説明後、各班に分かれて解説者が木道に引率した。この方法

により、Ｐ（プラン）→ＤＢＥ（ダイレクト・ビフォー・エデュケーション）→Ｃ（チェック）→

Ａ（アクション）が系統的に進む。現場での研修を終了して、学校に戻ったときに最初の体験学習

資料を提出させる事で湿原学習の単位認定ができる。また、ＮＰＯやちの会が活動しやすいように

釧路市役所観光課からは機材の借用などの便宜をもらい、Collaboration（協働）での職域連携をは

かっている。 
 

●旅行代理店との連携 
 やちの会はＪＴＢ本社や近畿日本ツーリスト、日本旅行各社教育旅行支店より、「釧路湿原地区」にお

ける「体験学習」の企画を作成および解説を実施。修学旅行対応は解説者の大半が、現場を知り尽くし

た元教職員。豊富な活動実績で季節や天候に応じた「プログラム」を作成している。 
 ○湿原エコツアー 最低 120 分を基本 
 ○企画ツアーに関しての釧路湿原体験プログラム作成 
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●新規解説者の育成。多様なニーズへの対応として、即戦力を発掘する狙いと平行して、中・長期間に

養成してゆく考えのもとに実施。 
 
●多様なニーズへの対応、活動 
  ・昼食や宿泊の手配も実施。アウトドアおよびインドアでの修学旅行昼食等にも対応。 
  ・昼間の現場研修のほか、夜間授業も展開。行政が進める計画を直接行政から聞くことができるも

のなど、地方自治体ができないことを担っている活動も実施。 
  ・冬季の活動事例 
  ～２００２年３月７日に実施の名鉄学園杜若（とじゃく）高等学校の湿原体験学習の事例～ 
   冬の釧路湿原をクロスカントリスキーで歩きたいとの学校の希望により、 「釧路湿原国立公園」 

内におけるはじめてのクロカン体験修学旅行を実施。場所は釧路湿原鶴居村温根内から釧路市安原

地区まで続いている「国土交通省釧路開発建設部」が所管する「釧路湿原右岸築堤」で行われ、国

立公園内のため、やちの会の専門解説者が釧路湿原を案内した。今回の体験学習に際して上記釧路

開発建設部標茶河川事務所、環境省東北海道自然公園事務所、釧路歩くスキー同好会、釧路教育大

学、ならびに釧路高等専門学校、釧路市役所観光課等の協力により実施。 
 ・修学旅行のほか、民間法人からの受託湿原環境教育も実施。 
・戸内での活動：鶴居ふるさと情報館を雨天時のバックアップポイントとして鶴居村の全面的な協力

を受けて活用。体験型の展示の活用、モニターを活用した学習、レクチャー等を実施。 
 
～やちの会湿原解説基本料金～ 

（１） 温根内木道２時間、参加者 10 人未満、解説者 1 人、￥30,000（一般ツアー） 
（２） 細岡大観望１時間、参加者 50 人、解説者 3 人、￥60,000（一般ツアー） 
（３） 温根内木道 2 時間、参加者 40 人、解説者 2 人、￥40,000（修学旅行） 
（４） 温根内木道＋北斗木道 2 時間、参加者 240 人、解説者 12 人、￥250,000（修学旅行） 
（５） 釧路湿原一周バス添乗コース 6 時間、参加者 50 名、解説者 2 名、￥80,000（ツアー対応可） 


